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英語名：Pseudomembranous colitis 

同義語：Clostridium difficile colitis、Clostridium difficile大腸炎、    

        Clostridium difficile-associated colitis、C. difficile症 

 
 

Ａ．患者の皆様へ 

 

ここでご紹介している副作用は、まれなもので、必ず起こるというものではありません。た

だ、副作用は気づかずに放置していると重くなり健康に影響を及ぼすことがあるので、早めに

「気づいて」対処することが大切です。そこで、より安全な治療を行う上でも、本マニュアル

を参考に、患者さんご自身、またはご家族に副作用の黄色信号として「副作用の初期症状」が

あることを知っていただき、気づいたら医師あるいは薬剤師に連絡してください。 
 

抗生物質の服用により、ある種の菌が異常に増えて、大腸で感染、

炎症がみられる「偽膜性
ぎまくせい

大腸炎
だいちょうえん

」が引き起こされる場合があります。 

抗生物質を服用していて、または、飲み終わって数日経った後で、

次のような症状がみられた場合には、放置せずに医師・薬剤師に連絡

してください。 

 

「頻ぱんに下痢がおきる」、「粘性のある便」、「お腹が張る」、「腹痛」、

「発熱」、「吐き気」など 

 

偽膜性大腸炎 
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１．偽膜性
ぎまくせい

大腸炎
だいちょうえん

とは？ 

健康な人の大腸内には、様々な細菌がバランスを保って生息して

いて健康維持に役立っていますが、抗生物質の服用により、正常な

腸内細菌のバランスがくずれてある種の菌が異常に増え（菌交代現

象）、大腸に炎症（感染性大腸炎）を起こすことがあります。 

偽膜性大腸炎とは、内視鏡検査で大腸のかべに小さい円形の膜

（偽膜
ぎ ま く

）が見られる病態で、そのほとんどがクロストリジウム・デ

ィフィシル菌（Clostridium difficile）による感染性大腸炎の１種

です。この菌の産生する毒素により、粘膜が傷害されて起こります。

この菌の芽胞は胃酸にも強く、口から容易に腸まで到達することが

知られており、院内感染のうち最も頻度が高い疾患とも考えられて

います。主な症状は下痢であり、抗生物質などの服用１～２週後に

「１日２～３回（いつもより回数が多い）のやわらかい便」、「頻ぱ

んに水のような下痢がおきる」、「粘性のある便」、「お腹が張る」、「腹

痛」、「発熱」、「吐き気」などが多くの症例で認められます。 

偽膜性大腸炎が生じた場合、気づかずに放置すると重症化する場

合があります。高齢者や腎不全、がん、白血病などの重篤な基礎疾

患をもつ方で発症が多いとされていますので、特に注意が必要です。 

   

２．早期発見と早期対応のポイント 

抗生物質を服用中または服用１～２週間後（特に長期の入院中）

に「頻ぱん下痢がおきる」、「粘性のある便」、「お腹が張る」、「腹痛」、

「発熱」、「吐き気」などがみられた場合には、放置せずに医師、薬
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剤師に連絡をしてください。重症例では、血液の混じった下痢にな

ることもあります。 

腹痛に対して抗生物質を使用した場合にも発症することがあるの

で、新たな腹痛や水のような下痢が生じた場合には、すぐに医師に

連絡してください。また、抗生物質を中止した後に発症することも

あります。 

受診する際には、服用した医薬品の種類、服用からどのくらいた

っているのか、便の状態、症状の種類、程度などを医師に知らせて

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 医薬品の販売名、添付文書の内容等を知りたい時は、このホームページにリンクしてい

る独立行政法人医薬品医療機器総合機構の医薬品医療機器情報提供ホームページの、「添

付文書情報」から検索することができます。 

http://www.info.pmda.go.jp/ 


